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�������� 
学級担任： 高瀬 美由紀 

体育専科： 山﨑 覚馬 

１ 単元目標  
(１) 基本的な技能を習得し、ラリーを続けたり、ボールをつないだりして易しい

ゲームをすることができるようにする。             【技能】                               

(２) 運動に進んで取り組み、規則を守り仲良く運動をしたり、勝敗を受け入れた

りすることができるとともに、場や用具の安全に気を付けることができるよう

にする。                           【態度】                               

(３) チーム内での自分の役割を考えたり、ネット型ゲームに応じた簡単な作戦を

選択したりすることができるようにする。         【思考・判断】                              
 
２ 指導観  
(１) 児童について  

本学級（男子 11 名、女子 14 名、計 25 名）は、

明るく活発で体を動かすことを好む児童が多い。体

育科の授業も好きで、意欲的に取り組んでいる。ま

た、休み時間には、友達と仲良く、ドッジボール、

鬼ごっこなどの外遊びを楽しんでいる。 

５月に実施した新体力テストの結果、全国平均

（H27）と比較すると女子は平均を上回っている種

目が多いが、男子は跳躍力や持久力に課題が見られ

る。また、総合評価のＡ判定が５人（20％）・Ｂが

11 人（44％）・Ｃが５人（20％）・Ｄが２人（８％）・

Ｅが２人（８％）となっており、Ａ・Ｂ判定の割合

が非常に多かった。その理由の一つとしては、本学

級の児童が日頃から活発で、休み時間にも友達と声

をかけ合って積極的に運動に親しんでいることが

考えられる。一方、Ｄ・Ｅ判定の児童については、

運動能力の高い児童と一緒に楽しめるようなルー

ルを考えてゲームに取り組ませたり、体力を高める

運動を積極的に行ったりする必要がある。  
昨年度、第２学年で、本学年の児童は中学年のプ

レルボールにつながる動きとして、ころころバレー

ボールを学習している。また、１学期にはタグラグ

ビーを学習した。どちらの運動も児童は意欲的に活

動することができた。一般的にボール運動では、特

定の児童が活躍してゲームが展開される傾向があ

るが、ころころバレーボール、タグラグビーの学習

を通して、友達と協力しながらゲームを楽しむこと

ができるようになってきている。さらに、ころころ

バレーボールやタグラグビーで学習したボールを

つなぐための連携した動きを生かして、本単元のプ

レルボールにも取り組ませたい。  
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Ⅱ
２

(２) 教材について  
プレルボールは、自陣の床に、こぶし又は前腕を用いてボールを打ちつけ、

味方にパスをしたり、相手のコートにボールを返したりするゲームである。ネ

ット型ゲームなので、作戦の通りに動いたり、自分の役割を考えながらプレー

したりすることができるという特性がある。ラリーを続けたり、相手が捕りに

くいアタックをして得点したりするなど、仲間と力を合わせて勝敗を争うゲー

ム本来の楽しさや喜びを味わうことができる教材である。さらに、高学年のソ

フトバレーボールに必要な「レシーブ」「トス」「アタック」の動きの流れに

慣れさせるのにも効果的な教材であり、指導内容の系統化を図ることができる

と期待される。  
本単元では、ドリル練習などを繰り返して実践できるため、「プレル」「キ

ャッチ」「アタック」といったボール操作の基本的な技能を習得することもで

きると考える。さらに、先行実践も多く、よりよい視覚的映像を児童に提示す

ることができるため、基本的なルールやローテーションなどを視覚的に理解さ

せることもできる教材である。  
(３) 指導について  

本学級の体育科の指導はＴＴで実施しており、主にＴ１（学級担任）が全体

への指導や配慮の必要な児童へ個別の支援を行っている。Ｔ２（体育専科）は

技術指導を中心にしており、本単元でも同様な役割分担にしている。  
単元の前半では「プレルをうまくつなぐためにはどうしたらよいか」という

課題を提示し、ラリーゲームを通して、ボール操作やルール、プレーの連携の

仕方について学習を進める。ドリルゲームに取り組む時間を確保し、「プレル」

「キャッチ」「アタック」の技能を楽しみながら習得させるようにしたい。た

だし、本学級で顕著に見られる児童の体力差や運動経験の差に配慮して、プレ

ルの際に平手打ちや両手打ちをしたり、途中でキャッチしたりしてもよいルー

ルとし、全員がゲームやボール運動の特性に触れ、楽しく進んで学習しながら

指導内容を身に付けることができるようにしたいと考えている。  
単元の後半は、「どんなアタックがいいか考えよう」という課題を提示し、

児童の実態を考慮しながら学習を深めていく。チームで取り組むタスクゲーム

を取り入れ、相手の捕りにくいところや相手のいないところへアタックするゲ

ームを通して、得点するための工夫を考えさせたい。そして、チームで簡単な

作戦を選択し、得点して勝敗を競うというゲーム本来の楽しさに迫らせたい。  
また、単元全体を通して、友達と一緒に喜んだり、失敗を励まし合ったりす

る場を積極的に設けることで、仲間と運動する楽しさや喜びを十分に感じられ

るようにしたい。そのために、互いに認め合う「ほかほか言葉」を伝え合った

り、チーム内でハイタッチなどの喜びの表現を考えさせたりする。単元中盤か

らは、ゲーム間に教師の提示する視点を基に、互いのよさを見付けたり、アド

バイスをしたりする場や振り返り活動「うごき名人」と「こえかけ名人」を設

定することで、より一層仲間意識を高めさせたい。勝敗を素直に受け入れたり、

公正に審判をしたりすることについても機会を捉えて指導し、学級みんなが楽

しめる授業としたい。さらに、準備運動に「とうおんエクササイズ」を用いる

こととする。ゲームにつながる多様な動きの中で、しっかりと体をほぐすとと

もに、体力向上にもつなげたい。また、授業の流れをパターン化し、スムーズ

に活動を進めることで、運動量を十分確保したい。  
   本時は、まず、簡単な準備運動とドリル・タスクゲームを行う。ドリルゲー

ムは、「プレルキャッチ」を、タスクゲームは「キャッチアタック」を行い、

これまで学習した動きや技能を確認する。その後、課題を確認する場面では、
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攻撃の工夫について児童に考えさせたい。「人のいないところを斜めにねらう」

「前に弱く打ったり後ろへ大きく打ったりして攻める」といった児童の発言を

基に、チームで攻め方を相談、選択させ、ゲームにつなげたい。１回目のゲー

ムの後、チームで話し合う時間を取り、うまく行ったところや行かなかったと

ころについて話合いをさせる。２回目のゲームでは改善が見られるように相談

させたい。２回目のゲームの際には、相手の捕りにくいところへシュートをし

ている児童や攻撃を工夫しているプレーを積極的に賞賛するよう心掛けたい。

学習の振り返りでは、どのようにすれば得点ができたかを振り返らせ、チーム

の作戦のどこがよかったか、友達を励ます声が出せていたかなどを確認させ、

発表させるとともに、次時でまとめのゲームをすることを伝え、意欲を一層高

めたい。  
３ 単元の評価規準  

 運動への関心・意欲・態度   運動についての思考・判断  運動の技能  

単
元
の
評
価
規
準 

・ ネット型ゲームに進

んで取り組もうとして

いる。  
・ 規則を守り、友達と

励まし合って練習やゲ

ー ム を し よ う と し た

り、勝敗の結果を受け

入れようとしたりして

いる。  
・ 友達と協力して、用

具の準備や片付けをし

ようとしている。  
・ ゲームを行う場や用

具の使い方などの安全

を確かめようとしてい

る。  

・ ネット型ゲームの行い

方を知るとともに、易し

いゲームを行うためのゲ

ームの規則を選んでい

る。  
・ プレルゲームの攻め方を

知るとともに、簡単な作戦

を立てている。  
 

・ 基本的な技能を習得

し、ゲームを楽しく行

うための簡単なボール

操作や動きを身に付け

ている。  
 
 
 
 
 
 

 

 運動への関心・意欲・態度   運動についての思考・判断  運動の技能  

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① プレルボールに意欲

的に取り組んでいる。  
② 規則を守り、友達と

励まし合って練習やゲ

ームをしたり、勝敗の

結果を受け入れたりす

る。  
③ 友達と協力して、用

具の準備や片付けをし

ている。  
④  学 習 の き ま り を 守

り、安全に気を付けな

が ら 運 動 し よ う と す

る。  

①  プレルボールの攻め方

を知り、簡単な作戦を立て

ることができる。  
② チームの課題にあった

練習方法を知り、考えたり

選んだりできる。  

① ボールの方向に体を

向けたり、ボールの落

下点や操作しやすい位

置に体を移動したりす

ることができる。  
② いろいろな高さのボ

ールを片手又は両手で

はじいたり、狙ったとこ

ろに打ち付けたりする

ことができる。  
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Ⅱ
２

４ 単元の指導計画及び評価計画  
学
習
過
程  

時
間  児童の活動  

○指導上の留意点  
◎努力を要する児童への  

支援の言葉  

評価規準  
＜評価の観点＞  
（評価方法）  

知
る
・ 

身
に
付
け
る 

１
・
２ 

プレルボールを知ろう  
① とうおんエクササイ
ズ  

② ドリルゲーム  
・プレルキャッチ  
・アタックゲーム  

③ ラリーゲーム  
④ 学習の振り返り  
 

○ ルールや安全について
知り、学習の見通しをも
たせる。  

○ プレルボールの映像を
視聴し、運動の仕方につ
いて理解させる。  

○ プレル・キャッチ・ア
タックの基本的な技能を
ドリルゲームで身に付け
させる。  

◎ 両手で強く打とう  
◎ ひざをまげて速く動け
るようにしておこう  

◎ 打つ方向へ体を向けよ
う  

◎ 二人の真ん中にバウン
ドさせよう  

○  学習のきまりを守
り、安全に気を付けな
がら運動しようとす
る。＜関・意・態④＞
（観察） 

身
に
付
け
る
・
高
め
る  

３
・
４
・
５  

① 準備運動  
② ドリルゲーム  
③ 動きの言葉の確認  
④ チームで練習  
 ネットありキャッチ・

アタック  
⑤ ゲーム  
⑥ 整理運動  
⑦ 学習の振り返り  
 
 

① 準備運動・ドリルゲ
ーム  

② アタックについて話
合い  

③ タスクゲーム  
 ・キャッチアタック（高

く）  
 ・コーンアタック  
④ ゲーム  

（３対３  ローテーシ
ョン）  

⑤ 整理運動  
⑥ 学習の振り返り  
 

① 準備運動・ドリルゲ
ーム  

② 打ちやすさについて

プレルをつなげるには
どうしたらよいだろう
か（３）  

よいアタックとはどん
なアタックだろう（４） 

どんなボールがアタッ
ク し や す い だ ろ う か
（５）  

○ 基本的な技能を身に付
けるドリルゲームに取り
組ませる。  

◎ 味方へのボールは高く
バウンドさせよう  

 
◎ ボールの方に体を向け

よう  
◎ バウンドの一番高いと

ころで打とう  
◎ ボールの落下点や操作

しやすい位置に体を移動
しよう  

 
 
 
○ 公正な態度で審判を務

めたり、勝敗を素直に受
け入れたりできるように
指導する。  

◎ アタックはしっかり強
く打とう  

◎ 両手だと狙ってアタッ
クできるね  

◎ 点を取ったら交代しよ
う  

◎ ボールを待たずに動こ
う  

 
 
 
○ キャッチの児童の動き

方について指導する。  
◎ 山なりになるボールが

いいね  
◎ 胸の高さが打ちやすい

よ  

○  ボールの方向に体
を向けたり、ボールの
落下点や操作しやすい
位置に体を移動したり
することができる。  
＜技①＞（ワークシー
ト・観察）  
 

 
○ 規則を守り、友達と
励まし合って練習やゲ
ームをしたり、勝敗の
結果を受け入れたりす
る。＜関・意・態②③
＞（観察） 

 
○  チームの課題にあ
った練習方法を考えた
り、選んだりできる。
＜思・判②＞（観察・
発表） 
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話合い  
③ タスクゲーム  
 ・ポイントアタック  
④ ゲーム  
⑤ 整理運動  
⑥ 学習の振り返り  

◎ 二人の中間地点にバウ
ンドさせよう  

 

活
か
す 

６
・
７
・
８
（
本
時
）
・
９ 

① 準備運動  
② ドリル・タスクゲー

ム  
③ 攻め方について話合

い  
④ 攻め方を相談する  
⑤ ゲーム  
⑥ 整理運動  
⑦ 学習の振り返り  

① 準備運動  
② ドリル・タスクゲー

ム  
③ 攻め方の相談  
④ ゲーム（リーグ戦）  
⑤ 話合いタイム  
⑥ ゲーム（リーグ戦）  
⑦ 整理運動  
⑧ 学習の振り返り  

① 準備運動  
② ドリル・タスクゲー

ム  
③ 攻め方・守り方の相

談  
④ ゲーム（リーグ戦）  
⑤ 話合いタイム  
⑥ ゲーム（リーグ戦）

２試合  
⑦ 整理運動  
⑧ 学習の振り返り  

リーグ戦に向けて攻め
方を考えよう（６・７） 

得点を取るためにはど
うすればよいだろうか
（８）  

勝つためにはどうした
らよいだろうか（９）  

 
○ 相手の捕りにくいとこ
ろへアタックするなど、
得点する工夫を考えさせ
る。  

◎ どんなアタックがあっ
たか思い出そう  

◎ どこへ打つといいかな  
 
○ 友達のよい動きを見付
けている児童や、互いに
教え合ったり高め合った
りしている児童を賞賛す
る。  

 
 
 
 
 
○ 公正な態度で審判を務
めたり、勝敗を素直に受
け入れたりできるように
指導する。  

 
 
 
○ 身に付けた技能を生か
して、ゲームに取り組ま
せる。  

 

 
○  プレルボールに意
欲的に取り組んでい
る。＜関・意・態①＞
（観察）  

 
○  プレルボールの攻
め方を知り、簡単な作
戦を立てることができ
る。＜思・判①＞（発
表）  

 
○  いろいろな高さの
ボールを片手又は両手
ではじいたり、打ち付
けたりすることができ
る。＜技②＞（観察）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ドリルゲーム＞  

・ プレルキャッチ・・・「プレル」「キャッチ」の技能を高めるために行う。ボールの出し手

が左右にボールを振り分け、動いてからプレルをする練習をする。  

・ アタックゲーム・・・「アタック」の技能を高めるために行う。狙った高さを越えるように

アタックを高く打ったり、速く打ったりする練習をする。  

＜タスクゲーム＞  

・ キャッチアタック・・２人ずつネットを挟んで縦長のハーフコートで行う。アタックを打ち

やすいバウンドの練習や、アタックを前後に打ち分ける練習を行う。 

・ コーンアタック・・・両手を使ったアタックで、置いてあるコーンに当てる。正確に打つ練

習を行う。  
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Ⅱ
２易しいゲーム

簡易化されたゲーム

ゲーム

「ボールゲーム」
球技

「ネット型」
幼児期のあそび

第１学年

及び

第２学年

ゲーム「ボールゲーム」

第３学年

及び

第４学年

第５学年

及び

第６学年

第１学年

及び

第２学年

第３学年

入学年次

その次の

年次以降

ゲーム「ネット型ゲーム」

ボール運動「ネット型」

球技「ネット型」

コロコロバレーボール

プレルボール

ソフトバレーボール

（アタックプレル）

北吉井小学校の写真

バレーボール

卓球

テニス

バドミントン

球技「ネット型」

バレーボール

卓球

テニス

バドミントン

自陣のコート（中央付近）
から相手コートに向け
サービスを打ち入れる



− 39 −

５ 本時の指導

（１）本時の指導

○ ボールを操作しやすい位置に動いたり、色々な高さのボールをはじいたり

打ちつけたりすることができる。 【技能】

○ 規則を守り仲良く運動をしたり、勝敗を受け入れたりすることができると

ともに、場や用具の安全に気を付けることができる。 【態度】

○ チーム内での自分の役割を考えたり、簡単な作戦を選択したりすることが

できる。 【思考・判断】

（２）準備

ソフトバレーボール、移動黒板、プレル用ゴム紐、支柱、ワークシート

（３）展開

学習活動 (
)

主な発問と児童の意識の流れ
○ 指導上の留意点

◎ 評価の観点

（評価方法）

１ 準備運動をす

る。

２ ドリル・タス

ク ゲ ー ム を 行

う。

・プレルキャッチ

・キャッチアタッ

ク

３ 本時の学習課

題を確認する。

４ チームの攻め

方を相談する。

５ ゲーム（リーグ

戦）に取り組む。

①ゲーム１

８

５

３

20

(8)

○ 準備運動 に取り組

み、体をほぐす（Ｔ２）。

○ 本時の課題の確認を

する（Ｔ１）。

○ 攻撃の工夫を考えさ

せるために、チームで

話し合わせる（Ｔ２）。

○ 配慮の必要な児童を

中心に声掛けをして回

る（Ｔ１）。

相手の間をね

らうと、捕りにく

いよ。

前作戦を使う

と相手が前に集

まるよ。

プレルが前よ

りも上手になっ

たよ。

得点を取るためには、どんな攻

め方がいいだろう。

アタックの時

に相手のいない

ところをねらお

う。

アタックする

前に相手の位置

を確認しよう。

前作戦や後ろ

作戦を組み合わ

せよう。

学習課題 発問・指示 児童の意識

アタックが強

く打てるように

なったよ。

今日のチームの攻め方を相談し

よう。

リーグ戦で、うまく攻められる

か確かめよう。

相手を越える

ような強いアタ

ックを打とう。

しっかり踏み込んで

強く打とう。

ボールの方へ体を向け

よう。

膝を曲げて腰を低くし

よう。



− 40 −

Ⅱ
２

②話合いタイム

③ゲーム２

６ 学習のまとめ

をする。

７ 整理運動・片

付けをする。

(4)

(8)

６

３

◎ ねらったところにプ

レルしたり、アタック

したりすることができ

たか。（観察）

○ よかったところを賞

賛し、全体に紹介する

ことで、互いのチーム

の攻め方のよさを認め

合 う よ う に す る （ Ｔ

１）。

○ 協力して片付けをさ

せる。

６ 研究の視点

【教材解釈力】
○ 本単元の内容は、低学年「ころころバレーボール」、高学年「ソフトバレー

ボール」の中間に位置する教材として、基本的な技能を習得したり、得点する
ための工夫を考えたりするうえで、効果的であったか。

○ ドリルゲームやタスクゲームで習得した動きは、ゲーム場面で発揮できるも
のであったか。

【授業実践力】

○ 体育専科と学級担任の児童への関わり方は、児童が基本的な技能を身に付け、

楽しみながら授業に取り組む方法として適切であったか。

強いアタック

は下がって待つ

といいよ。

打つ前に相手

を見て、いない

方を狙うといい

よ。

次のゲームに向けて話し合お

う。

下がって待っ

たら強いアタッ

クがプレルでき

たよ。

狙ってアタッ

クすることがで

きたよ。

どんな攻め方で得点が取れまし

たか。

相手チームの

いないところを

狙ってアタック

すると点が取れ

ました。

弱く打った

り、強く打っ

たりしたら、

点が取れまし

た。

話合いを生かして攻めよう。
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【授業の様子】

得点を取るためには、どんな攻め方がいいだろう。

準備体操

ドリル・タスクゲーム

本時のめあての確認

アタックしやすいと

ころに投げよう

強いアタックが打

てるようになろう

ドリル・タスクゲームでは、BGM に合わせて「プレルキャッチ」や「キャッチアタック」

の練習を行った。曲が変わるタイミングに合わせて交代し、スムーズに取り組むことがで

きた。また、正面だけでなく、左右に動きながら練習を行うことでボールを操作しやすい

位置に動く技能が身に付き、ゲームの中でも生かされていた。

人がいないところをねらうといいね！

◯まえさくせん ◯うしろさくせん

◯あいださくせん ◯ななめさくせん

今日はまえ作戦

とうしろ作戦を組

み合わせてやって

みよう！

ア タ ッ ク や 構 え の ポ イ ン

ト、前回までに子どもから出

た作戦をまとめたボード
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ゲーム１

し っ か り 構 え て 待 つ

ナイス！

作戦がうまくいったね！

話合いタイム

ゲーム２

次はこの作戦をやってみよう！

学習のまとめ
作戦通りにいっ

た部分といかな

かった部分があ

ったけど、決ま

ったときはうれ

しかったです。

最後に、学級担任が感想を発表させ、自分たちのチームのめあてを振り返らせた。

グループでの話合いをさせたことで、次時の学習へ意欲を高めることができた。勝敗

を大切にし、ゲームに真剣に取り組む子どもが多く見られた。

体育専科は学級担任と連携しながら、基本的

な技能が身に付くように声をかけていた。また、

場面ごとのプレーを称揚し、子どもたちが楽し

く活動できるようにしていた。

運動を苦手とする児童に対しては、児童の横

について手本を見せて説明したり、一緒に練習

したりして積極的に支援を行っていた。

次は上手くいくように

グループで話し合いましょう！

ゲームでは、ゲームをしている子も外で応援し

ている子も「ナイス！」や「ドンマイ！」などの

ほかほか言葉を使って気持ちを高め合うことがで

きていた。また、話合いの場では、自分たちのゲ

ームを振り返り、次のゲームではどんなことをす

ればよいかについて積極的に話し合うことができ

ていた。
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（１）教材解釈力  
 ・ 本単元の内容は、低学年「ころころバレーボール」、高学年「ソフトバレーボール」

の中間に位置する教材として、基本的な技能を習得したり、得点するための工夫を考

えたりするうえで、効果的であったか。  
 ・ ドリルゲームやタスクゲームで習得した動きは、ゲーム場面で発揮できるものであ

ったか。  
（２）授業実践力  
   体育専科と学級担任の児童への関わり方は、児童が基本的な技能を身に付け、楽し

みながら授業に取り組む方法として適切であったか。  
 
 

 
○ 児童の技能面の配慮から、レシーブの場面でキャッチしてもよいことにし、キャッ

チ→キャッチ→アタックで攻撃させた。  
 ○ サーブに関しては、相手がプレルしやすいボールを投げるようにした。  

○ Ｔ１とＴ２の関わり方について、主にＴ１は学級全体のコーディネートを中心とし、

Ｔ２は授業全体のコーディネート、特に技能面を中心とする声掛けをした。  
○ タスクゲームでは、前に打ったり後ろに打ったりする練習をした。実際にできてい

なかったところもあったが、子どもたちなりに行っていた。  
○ 子どもたちからいくつか出てきた作戦を実践するのは難しかった。また、作戦は２

つくらいが適当だと感じた。あえて、作戦を掲示したのは、参加された先生方に見て

いただくためだった。（普段は明示していない。）  
○ 「かまえ」の声掛けから、ゲームが始まるよう指導した。  

 ○ チーム編成は、運動有能感をもとにし、バランスを考え教師が決めていった。  
● ドリル・タスクゲームを先にしてしまったので、全体の流れに無駄があった。  

 
 

 
○ 授業の流れが、指導案通りではなかったが、準備運動、課題確認、チームの課題確

認をした後、チームの作戦に応じたタスクゲームをするのもよい。  
○ 子どもたちのきびきびした動き、温かい言葉掛けがとてもよかった。運動量も十分

に確保されていたのではないか。  
○ キャッチを入れることで、３段攻撃を意識した教材になっていた。  
● 相手のことを意識した作戦を立てるべきではないか。１試合目と２試合目の組み合

わせを同じにして、相手の動きに応じて理由付けした作戦を立ててもよかった。  
● ＴＴの役割を生かし、作戦タイムの時や、試合中に技術的な声掛けをもっとすべき

であると感じた。  
● ドリルゲームやタスクゲームで攻撃の仕方を練習して、それを生かして試合に臨め

ばよかったのではないか。  
● 遠くへ打ったり近くへ打ったり、角度を変えて打ったりするための練習など、作戦

に合ったドリルゲームがあるとよい。  
● アタックをノーバウンドで打ち込むルールや、ネットに背を向けた状態でセットす

ることを指導していくことで、「ころころバレー」や「ソフトバレー」につながり、系

統的な学習ができるのではないか。  
● 学習のまとめでは、技能面でよかったところをもう少し具体的に取り上げてまとめ

たり、次時の活動の見通しや意欲付けにつながる言葉掛けがあったりすればよかった。 
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○我が国のスポーツ推進について（体育における今日的課題）  

スポーツ推進へ向けた取り組みとして、第二期スポーツ基本計画が策定された。「インテ
グリティ（健全性・高潔性。分かりやすく示すと、人が見ていないところでも正しいこと
をすること）」というキーワードのもと、いかにスポーツの価値を教育していくかが、学校
教育の現場で今後問われるところである。また、近年成人におけるスポーツ実施率が右肩
上がりで向上していっているが、平成２７年度は低下している。この結果は、学校現場で
も危惧する所であり、これからフィジカルリテラシー（体の活用力）、ヘルスリテラシー（健
康情報の活用力）の力が求められる。さらに、保育園から高校生までの各校種の先生方に
行われた、最近増えていると実感している子どもたちの「おかしさ」についてのアンケー
ト結果によると、各校種において一番多い「おかしさ」は、アレルギーであった。また、
「すぐ疲れる」と言う子も多くなっている。昔から各年代において行うことはさほど変わ
っていないのに、この言葉が出てくるということは、体力が低下している証拠である。こ
れは、身体的要素だけでなく、精神的要素も含んでいる。  
 
○今日の授業  
①子どもたちの動きについて  

今日の授業は、声が出ていて元気さが表れたよい授業だった。できる、できないに関わ
らず、子どもたちが思い切り体を動かしていることがよかった。また、指導案に努力を要
する児童への支援の仕方が記載されており、児童への具体的な言葉かけがあるのもよかっ
た。  
②ルールについて  

学習活動に即した評価規準で、運動についての思考・判断に「プレルボールの攻め方を
知り、簡単な作戦を立てることができる。」と記述されている。教師の「どのような作戦を
立てた？」という投げかけに対して、子どもたちは「○○のときに、○○に攻める。」と答
えていた。どんな時にこの作戦が有効なのかを考えられており、思考・判断の材料となっ
ていた。しかし、このような思考・判断ができている一方で、技能はまだ身に付いていな
かった。そのため、アタックを両手ではじいたり、キャッチの場面を入れたり、ルールの
工夫をすることが必要であった。  
③ネット型ゲームの役割（構えについて）  
 準備姿勢をいかに徹底して指導するかが大切である。構えの姿勢は、次の動きにつなが
るものであるため意識させたことはよかった。しかし、セッターの動きをもう少し意識さ
せてもよかったのではないか。味方の邪魔をしないように、次の動きを考えて、どのよう
に動いていくかを考えさせることが必要である。また、今後はセッターが投げたボールに
対してアタッカーが動くようにすることも考えていかなければならない。発達段階に合わ
せて、目の前の子どもが楽しめるように、どんなことを身に付けさせたいのかを考えて指
導していくことが必要になってくる。そして、ゲームの特性に応じて有効な攻撃は何か、
攻め方のバリエーションを考えさせるのも大切である。  
④ドリル・タスクゲームについて  

ボール運動では、ゴールイメージを明確に持って、ドリルゲーム、タスクゲームでは、
どんな動きをすればよいのかについて考えておく必要がある。ボールを持たないときの動
き、構えの姿勢の指導は、やはり大切にしてほしいところである。準備姿勢、予備動作な
ど、常に次に行う姿勢を大切にするために、ボール運動に限定するのではなく体つくりの
運動の多様な動きから身に付けていくことも考えられる。領域の縦割りにこだわり過ぎず、
小学校の学級担任制を生かしながら、体つくり運動と関連させながら行えばよいのではな
いだろうか。体つくり運動と各領域との接続について、今後考えていかなければならない。  
⑤体育専科、ＴＴについて  

ＴＴの関わり方がよかった。2 人の関係性はすぐにはできないものであり、打ち合わせ
などが十分に準備されていたことが分かった。また、子どもたちが泣くぐらい真剣に取り
組んでいたのが体育のよさだと思った。「スポーツで人生が変わる、スポーツで社会が変わ
る、スポーツで世界とつながる、スポーツで未来を創る」この言葉を胸にスポーツを通し
て、どのように指導していくのかを考えていく必要がある。  

��大学教育学�  �教授  �� ��先生   
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校種 学年等 単元等 技能の内容 ゲームの様相

第１学年
及び

第２学年

［ゲーム］
ボールゲーム

簡単なボール操作やボールを持たない
ときの動きによって的に当てるゲーム
や攻めと守りのあるゲームをすること。

○的当て遊びやキャッチボール
○的当て遊びや蹴り合い
○的当てゲーム、シュートゲーム、
　ドッヂボール
○的当てゲーム、シュートゲーム、
　キックベースボール

第３学年
及び

第４学年

［ゲーム］
ネット型ゲーム

ラリーを続けたりボールをつないだりし
て易しいゲームをすること。

○ソフトバレーボールを基にした易し
　いゲーム
○プレルボールを基にした易しい
　ゲーム

第５学年
及び

第６学年

［ボール運動］
ネット型

簡易化されたゲームでチームの連携に
よる攻撃や守備によって攻防をするこ
と。

○ソフトバレーボール
○プレルボール

第１学年
及び

第２学年

［球技］
ネット型

ボールや用具の操作と定位置に戻るな
どの動きによって空いた場所をめぐる攻
防を展開すること。

○バレーボール
○卓球
○テニス
○バドミントン

第３学年
［球技］
ネット型

役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空い
た場所をめぐる攻防を展開すること。

○バレーボール
○卓球
○テニス
○バドミントン

入学年次
［球技］
ネット型

役割に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空い
た場所を巡る攻防を展開すること。

○バレーボール
○卓球
○テニス
○バドミントン

その次の

年次以降

［球技］
ネット型

状況に応じたボール操作や安定した用
具の操作と連携した動きによって空間
を作りだすなどの攻防を展開すること

○バレーボール
○卓球
○テニス
○バドミントン

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

������ゲーム�ボールゲーム�球技�ネット型�の内容の��化
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ボールや用具の操作・ボールを持たない動き

・ねらったところに緩やかにボールを投げたり、転がしたり、蹴ったりすること。
・ボールを捕ったり、止めたりすること。
・ボールが飛んだり、転がったりしてくるコースに入ること。
・ボールを操作できる位置に動くこと。

・ボールの方向に体を向けたり、ボールの落下点やボールを操作しやすい位置に体を移動したりすること。
・いろいろな高さのボールを片手又は両手ではじく、打ちつけるなどして、相手のコートに返球すること。

・自陣のコート（中央付近）から相手コートに向けサービスを打ちいれること。
・ボールの方向に体を向けて、その方向に素早く移動すること。
・味方が受けやすいようボールをつなぐこと。
・相手コートにボールを打ち返すこと。

「ボールや用具の操作」
　・サービスでは、ボールやラケットの中心付近でとらえること。
　・ボールを返す方向にラケット面を向けて打つこと。
　・相手側のコートの空いた場所にボールを返すこと。
　・味方が操作しやすい位置にボールをつなぐこと。
　・テイクバックをとって肩より高い位置からボールを打ち込むこと。
「定位置に戻るなどの動き」
　・相手の打球に備えた姿勢準備をとること。
　・プレイを開始するときは、各ポジションごとの定位置に戻ること。
　・ボールを打ったり受けたりした後、ボールや相手に正対すること。

「役割に応じたボール操作や安定した用具の操作」
　・サービスでは、ボールをねらった場所に打つこと。
　・ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すこと。
　・攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にボールを上げること。
　・ネット付近でボールの侵入を防いだり、打ち返したりすること。
　・腕やラケットを強く振って、ネットより高い位置から相手側のコートに打ち込むこと。
　・ポジションの役割に応じて、拾ったりつないだり打ち返したりすること。
「連携した動き」
　・ラリーの中で、味方の動きに合わせてコート上の空いている場所をカバーすること。
　・連携プレイのための基本的なフォーメーションに応じた位置に動くこと。

「役割に応じたボール操作や安定した用具の操作」
　・サービスでは、ボールをねらった場所に打つこと。
　・ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すこと。
　・攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にボールを上げること。
　・ネット付近でボールの侵入を防いだり、打ち返したりすること。
　・腕やラケットを強く振って、ネットより高い位置から相手側のコートに打ち込むこと。
　・ポジションの役割に応じて、拾ったりつないだり打ち返したりすること。
「連携した動き」
　・ラリーの中で、味方の動きに合わせてコート上の空いている場所をカバーすること。
　・連携プレイのための基本的なフォーメーションに応じた位置に動くこと。

「状況に応じたボール操作や安定した用具の操作」
　・サービスでは，ボールに変化をつけて，ねらった場所に打つこと。
　・ボールを相手側のコートの守備のいない空間に緩急や高低をつけて打ち返すこと。
　・ボールに回転をかけて打ちだしたり，回転に合わせて返球したりすること。
　・変化のあるサーブに対応して，面を合わせてレシーブすること。
　・移動を伴うつなぎのボールに対応して，攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にトスを上げること。
　・仲間と連動してネット付近でボールの侵入を防いだり，打ち返したりすること。
　・ボールをコントロールして，ネットより高い位置から相手側のコートに打ち込むこと。
　・チームの作戦に応じた守備位置から，拾ったりつないだり打ち返したりすること
「連携した動き」
　・ラリーの中で，相手の攻撃や味方の移動で生じる空間をカバーして，守備のバランスを維持する動きをすること。
　・相手の攻撃の変化に応じて，仲間とタイミングを合わせて守備位置を移動すること。
　・仲間と連携した攻撃の際に，ポジションに応じて相手を引き付ける動きをすること。
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１ 単元の目標

(1)  ねらったところにボールを蹴ったり、強く蹴ったりすることによって、的に当てるゲームや攻めと

守りのあるゲームをすることができるようにする。 【技能】

(2) ボールゲームに進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をしたり、勝敗を受け入れたり、場の安

全に気を付けたりすることができるようにする。 【態度】

(3) 簡単な規則を工夫したり、攻め方を決めたりすることができるようにする。 【思考・判断】

２ 指導観

(1) 児童について

本学級の児童（男子 15名、女子 17名、特別支援学級男子児童 2名、計 34名）は、明るく元気で、

外遊びが好きな児童が多い。休み時間にはほとんどの児童が外でボール遊びや鬼ごっこなどをして楽

しく遊んでいる。一方、読書や絵を描いたり係活動をしたりして教室で過ごす児童もいる。１学期に

比べて、外で遊具遊びやボール遊びをする児童が増えてきているものの、ボールを投げる、蹴る等の

動きのコツをつかむのが苦手な児童も見られ、個人差が大きい。これまでの体育授業では、遊びの要

素を取り入れた準備運動や簡単な規則の鬼遊び、体つくり運動などを通して様々な動きを経験したり、

１学期には、レジボールを使った投げるゲームも経験したりしている。特に、体育の授業では運動量

の確保、互いの頑張りやよさを認め合える雰囲気づくりを大切に取り組んでいる。

【資料１ 体育学習に対する意識調査】

〈平成 28年 11月実施 対象２年竹組 32名〉

資料１から「体育の学習は好きです」と答えた児童は 100％、「運動するのは好きですか」と答え

た児童も 90.6％と高く、体育の授業をとても楽しみにし、意欲的に活動していることが分かった。ま

た、「友達やみんなと運動するのは好きですか」では 96.9％、「自分の体力を高めたいと思いますか」

でも 100％の児童が「はい」と答えるなど、友達と関わり合いながら運動したり、自分の力を高めた

いと思って運動したりしている児童が多いことも分かった。さらに、「難しい運動でも、頑張ればで

きると思いますか」でも 100％、「頑張れば、ほとんどの運動ができると思いますか」でも 93.8％の

児童が肯定しており、自己の努力や練習によって運動ができると考えている児童も多かった。

このことから、体育の学習に対する関心・意欲は高く、自分の運動能力や技能を高めたいと考えて

運動に取り組んでいる児童が多いことも分かった。

【資料２ 新体力テストの結果】

第２学年　Ｅ　ゲーム　ボールゲーム
大洲市立喜多小学校

学級担任： 二宮万岐子

体育専科： 長谷　晃徳「レジボールで　ポイントゲットだぜ！」
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Ⅱ
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資料２ 平成 28年�の新体力テストの結果 (６月実施) 

 

                                                        〈平成 28年 6月実施〉 

新体力テストの結果を全国平均値と比較すると（資料２）、男子は全ての種目で全国平均を上回っ

ているが、女子は８種目中３種目が全国平均を下回っていた。男子は反復橫とびや長座体前屈、20ｍ

シャトルランで全国平均を上回っており、柔軟性や敏捷性、持久力が高いことが分かった。女子は、

上体起こしや長座体前屈、立ち幅とびが全国平均より低く、筋持久力や柔軟性が低いことが分かった。

男女とも、20ｍシャトルランは全国平均を上回っており、全身持久力が高いことが分かった。男子に

比べ女子は運動経験が少ないことが要因として考えられる。以上のことから、１年生時から系統性を

踏まえた運動遊びを実践し、児童が楽しく活動する中で間接的に体力の向上を目指していけるよう意

図的・計画的な指導が必要であると言える。 

(2) 教材について 

ボール運動系の領域として、低・中学年を「ゲーム」、高学年を「ボール運動」で構成している。

ゲームは、低学年を「ボールゲーム」「鬼遊び」で、中学年を「ゴール型ゲーム」「ネット型ゲーム」

「ベースボール型ゲーム」で内容を構成している。ボールゲームとは、簡単なボール操作の「ボール

遊び」と簡単な規則で行われる「ボール投げゲーム」「ボール蹴りゲーム」をいう。「ボール蹴りゲー

ム」では、ねらったところへボールを蹴ることやねらったところにボールを強く蹴ることなどの簡単

な技能を身に付けてゲームをしたり、ルールや学習の場を工夫したりしてゲームをすることが学習の

中心となる。また、ルールやマナーを守り、仲間とゲームの楽しさや喜びを共有することが大切であ

る。 
本単元で使用するボールは、サッカーボールの代わりにレジ袋に新聞紙を詰めたボール（以下、レ

ジボール）を使うことにした。レジボールの特徴は、コストがかからず、一人１個のボールを容易に

準備することができること、あまり転がらず、弾まず、柔らかいので当たっても痛くないことから、

運動が苦手な児童や初めてボールを蹴ることを体験する児童にとって、易しく扱えるボールである。

このレジボールを使って、ねらった的へボールを蹴ること、強くボールを蹴ることをねらいとした的

当て遊びや攻守が入り乱れない簡単なボール蹴りゲーム（シュートゲーム）を行っていく。これらの

運動を通して、ボールを蹴る動作やボールを蹴るコツを身に付けさせるとともに、仲間と力を合わせ

て競争する楽しさや喜びを味わわせることができると考える。さらに、中学年において学習するライ

ンサッカーやミニサッカーなどのゴール型ゲームへとつなげたい。 
 

(3)  指導について   
本単元は単元全体を通して、①ボール蹴り遊び（ねらったところへボールを蹴る遊び・強くボール

を蹴る遊び）と②ゲーム（ボール蹴りゲーム：シュートゲーム）を中心に学習を進めていく。導入時

のオリエンテーションでは、サッカーのシュートシーンの動画を見せ「ボールを蹴る」「ゴールへ向

けてシュートする」という動きのイメージをもたせる。次に自分のレジボールを作り、自分の陣地に

あるレジボールを相手の陣地へ蹴り返し合う「レジボール合戦」を行い、学習意欲を高めさせる。単

元を通して、毎時間始めの準備運動や補助運動で、ブラジル体操やオノマトペを使って蹴る動作につ

ながる動きづくりをした後、ペアでボールを蹴り合いながら、相手との距離を変えてに正確に蹴り返

す「島キック」を行う。ボール蹴り遊びでは、的の大きさや的までの距離、的の高さを変えた的当て

遊びの場を用意した。この遊びから、ねらったところに蹴る、勢いを付けて強く蹴る、ボールを持っ

握力 上体おこし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅とび ソフトボール投げ

男子 12.4 15.5 29.5 34.5 33.6 9.7 126.7 13.4

全国 10.9 14.1 27.2 31.3 28.9 10.6 126.2 12.1

比較 1.5 1.4 2.3 3.2 4.7 0.9 0.5 1.8

握力 上体おこし 長座体前屈 反復横とび ２０ｍシャトルラン ５０ｍ走 立ち幅とび ソフトボール投げ

女子 10.4 11.6 28.8 34.2 28.9 10.5 116.5 7.5

全国 10.4 13.3 30.0 30.2 22.7 11.0 118.4 7.6

比較 0 ���� ���� 4 6.2 ���� ���� ����
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て蹴る、置いて蹴るなどのいろいろな蹴り方のコツを身に付けさせたい。次のボール蹴りゲームでは、

１対１のゲームから２対２のゲーム（レジボールシュートゲーム）へと発展させていくことで、仲間

と力を合わせて競争する楽しさや喜びを味わわせたいと考える。このような学習内容を毎時間繰り返

していくことで、児童たちが学習スタイルに慣れ、見通しをもって活動することができるようにした

い。特に本時では、次時に行うレジボールシュートゲーム大会（２対２のゲーム）につなげるために、

２対２のゲームの時間を多く確保し、４つのチームで合計得点を競わせることにした。また、本単元

で行う遊びやゲームは児童の発達段階を考慮して、できるだけ簡単なきまりやルールで運動できるよ

うに設定し、児童ができるだけたくさんボールに触れるように工夫し、ボールを蹴るためのコツを見

付けさせたい。 

本学級の体育科の指導は、学級担任と体育専科教員によるティームティーチング（以下、TT）の指

導体制をとっている。本単元での役割は、主に T1（学級担任）が全体への指導や特に配慮を必要とす

る児童への支援を、T2（体育専科教員）は技術指導を中心に連携しながら指導しており、本単元でも

同様な役割分担にしている。 
 

３ 単元の評価規準 
 運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 

単
元
の
評
価
基
準 

・ゲームに進んで取り組もうとし

ている。 
・運動の順番やきまりを守り、勝

敗の結果を受け入れて、友達と仲

よく運動しようとしている。 
・友達と協力して、用具の準備や

片付けをしようとしている。 
・ゲームを行う場や用具の使い方

などの安全に気を付けようとして

いる。 

・ボールゲームの行い方を知るととも

に、得点の方法などの規則を選んでい

る。 
・ボールゲームの動き方を知るととも

に、攻め方を選んだり見付けたりして

いる。 

・ボールゲームでは、的に当て

るゲームや攻めと守りのある

ゲームにおいて、簡単なボール

操作やボールを持たないとき

の動きができる。 
 
 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①いろいろな活動に進んで取り組

もうとしている。 
②運動の順番やルール（きまり）

を守り、勝敗の結果を受け入れて、

友達と仲よく運動する。 
③友達と協力して、用具の準備や

片付けをしようとしている。 
④場や用具を大切に扱い、安全に

気を付けながら運動している。 

①ボールゲームの行い方（ルール）を

知り、楽しくゲームができる場や得点

の方法などの規則を選んでいる。 
②ボールゲームの動き方を知り、攻め

方（や守り方）を見付け（考え）てい

る。（２年） 

①ねらったところに緩やかにボ

ールを投げたり、転がしたり、

（強く）蹴ったりすることがで

きる。 
②ボールを捕ったり止めたりす

ることができる。 
③ボールが飛んだり、転がった

りしてくるコースに入ることが

できる。 

  ※「学習活動に即した評価規準」は、本単元「ボール蹴りゲーム」の８時間を示している。 
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５ 本時の指導（７／８時間）

(1)  目標

○ ねらったところへレジボールを強く蹴ることができるようにする。 【技能】

○ 順番やルールを守り、勝敗の結果を受け入れ、楽しく活動ができるようにする。 【態度】

○ 多く得点できるような攻め方（や守り方）を見付けることができるようにする。 【思考・判断】

(2)  準備

レジボール、的、掲示物、デジタイマー、ビブス、ボール蹴りマット、コーン、CDプレーヤー

(3)  展開

主なねらい・学習活動 時間 形態 教師の働きかけ・評価（☆）

１ 準備運動や補助運動をする。

２ レジボール合戦をする。

３ 学習課題を確認する。

４ 島キックをする。

・ゴロや浮かせて蹴る。

５ ボール蹴り遊びをする。

強く蹴る遊び

２分×２

ねらったところへ蹴る遊び

・条件を変えて的当て遊びをする。

６ ボール蹴りゲームをする。

レジボールシュートゲーム

・２対２のゲーム（練習）

・２対２のゲーム（試合）

（４チーム対抗で得点を競う）

７ 学習の振り返りをする。

８ 整理運動をする。

４

２

３

４

５

20

５

２

一斉

チーム

一斉

ペア

一斉

ペア

チーム

一斉

一斉

・蹴る動作につながる動きづくりができるよう

な声掛けを行う。（T2）

・意欲的にたくさんのボールが蹴れるような言

葉掛けをする。（T1）

・前時の学習を振り返り、本時のめあてを確認

し、学習意欲を高める。（T1）

・絵やオノマトペを活用して課題を可視化し、

解決に向けたポイントを共有する。（T2）

・肯定的な関わりをしているペアを称揚する。

（T1）

・うまく蹴ることができない児童には、ヒント

ボードを使ってボールの中心を蹴れるように

声掛けをする。（T2）

・条件の違ういろいろな的を使って、ねらった

ところに当てたり、強くボールを蹴ったりす

ることができるようにオノマトペを使って蹴

る感覚をつかませる。（T1）

・時間内にたくさんボールを蹴ることを意識さ

せ、蹴る回数を増やせるように言葉掛けをす

る。（T1．T2）

・支援の必要な児童には、ボール蹴りマットを

与え、動きのポイントを助言する。（T2）

・ペアで協力し、励まし合いながらゲームをす

ることができるように声掛けをする。（T1）

・得点をたくさんとることができないペアには

作戦ボードを使って支援する。（T2）

・ペアで本時の学習について話し合わせ、感想

や工夫したことを発表させる。（T1）

・使った部位をほぐす。（T2）

学習課題 強く蹴って、ねらって蹴って、たくさんポイントをゲットしよう！

○○○したら、ねらったところへレジボールを蹴ることができました。

○○さんが○○な風にしてすごく強く蹴ることができていました。

☆ねらったところへレジボールを強く蹴る

ことができているか。 【技能】（観察）
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Ⅱ
２

【教材解釈力】・・・レジボールはボールに親しむための教具として有効であったか。

【授業構成力】・・・場の設定やレジボールシュートゲームのルールは、ボールを蹴る操作やコツを段階

的に身に付けるために適切であったか。

【授業実践力】・・・TTによる役割分担や、児童への指導や支援、特に体育専科の支援は、児童が動きの

ポイントを理解し、コツをつかむために適切な関わり方であったか。

場の設定

ボール蹴り遊び

ボール蹴りゲーム レジボールシュートゲーム

ステージ

ねらったところに蹴ることをね

らいとした遊び

いろいろな高さの輪や大きさの

違う輪をねらおう。持って蹴って

も置いて蹴ってもかまわない。

強く蹴ることをねらいとした

遊び

みきゃんに当てないようにダ

ークみきゃんをねらおう。

「レジボール合戦」

※チーム対抗でレジボール

の蹴り合いを行い、最後に自

分の陣地のレジボールが少

ないチームの勝ちとする。

・「島キック」

ペアでボールを蹴り合いな

がら、相手との距離を変えて

ボールを正確に相手に蹴り

返す練習をいろいろなバリ

エーションで行う。

レジボールシュートゲームのルール

・攻守が入り乱れない。

・守りは、手や足を使って止めてもよい。

・蹴るときは、地面に置いて蹴っても、手で持

って蹴ってもよい。

・ゴールを通過すれば 1 点ゲット！

・見方にパスをしたり、ボールを持って移動し

たりして蹴ってもかまわない。

６ 研究の視点
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１・２・３・ハイ

【授業の様子】

《レジボール合戦》

《本時のめあての確認・準備運動》

《島キック》

手が元気よく、大きく（き

れいに）ふれていて、す

ばらしい入場だよ！

子どもたちは入場の曲に合わせ、各チームの旗を持って入場した。また、毎時間、毎時間（単元を通して）

本気で取り組ませるために優勝カップを用意し子どもたちの意欲付けを行った。

今日もがんばる

ぞ！

レジボールカップ

チームワーク賞

相手の陣地へ向けてレジボールを蹴り入れるレジボール合戦を行った。先生の邪魔を交わしボール蹴りゲーム

を楽しんだ。ボールの数え方も、子どもたちがレジボールの数が一目で分かるように工夫した。

ボールを数えるときは、一列に並べて、その長さを比べることで、一目で判定できるように工夫した。

選手入場

活動２

前時の活動を振り返り、今日の課題の確認をした。今日のめあては「つよくけって、ねらってけって、たく

さんポイントをゲットしよう。」強く蹴るためには、少し助走をつけて、ねらって蹴るには、蹴る前と蹴った後

にしっかりと目標を見ることを確認した。また、準備運動ではスポーツオノマトペを使って蹴る動作の練習を

した。

活動３ ボールと足の位置の目印にあるマット(島)の上

にボールを置いて、相手に向かって蹴る練習をす

る。気を付けるポイントは、軸足を踏み込む位置

とボールの中心を蹴ること。（軸足とボールの位

置を考え、中心を蹴ること。

しっかり踏み込

んで蹴るよ！

バンザーイ！

活動１

す～ボン！

チームで円陣を組んで、みんなで気持

ちを合わせてがんばるぞ～

先生たちも邪魔

をするよ！

今日のめあて

マット（島）
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《ボール蹴り遊び》

《レジボールシュートゲーム》

《学習の振り返り》

活動４ しっかりねら

って、ポイント

ゲットだぜ！強く蹴って、

ダークみきゃ

んを倒すよ！

強く蹴る、ねらって蹴るボール蹴り遊びを行った。

①ダークみきゃんをねらって蹴る遊び②いろいろな高さや大きさの輪をねらって蹴る遊び

活動５

作戦会議

活動６

ヤッター

試合は２対２で行い、チームで練習した後は作戦会議

を行い、別のチームと対戦した。

タ・タ・す～バンを

使うと強く蹴るこ

とができました。

蹴る前と蹴った後は

目標を見て蹴れまし

た。

学習の振り返りでは、はじめにペアで振り

返り（ニコニコタイム）をした後に、全体で

振り返り（キラキラタイム）を行った。

ねらったとこ

ろを見て蹴っ

てるね！

チーム練習

しっかりねらって蹴

るぞ！
試合

レジボール大会へ

向けてがんばろう

ね！はい！
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【研究協議】 

 

 

 ・ レジボールはボールに親しむための教具として有効であったか。 

 ・ 場の設定やレジボールシュートゲームのルールは、ボールを蹴る操作やコツを段階的に身に

付けるために適切であったか。 

 ・ TT による役割分担や、児童への指導や支援、特に体育専科の支援は、児童が動きのポイント

を理解し、コツをつかむために適切な関わり方であったか。 

 

 

・ 本単元は、最後に大会を開きイベント性をもたせるスポーツ教育という考え方で単元を構成し

ていった。7 時間目ということもあり、単元前よりも上手に蹴ることができるようになってきた

ので、コートを広くしたり少し難しい条件設定で挑戦させたりしながら活動を工夫した。キック

の際、軸足の位置は様々であったが、ボールの中心を蹴ることを大切にした。また、たくさん蹴

る経験を保障することをねらいとした。ゲーム中の作戦は、2 年生なりの簡単な作戦である。特

別支援学級の児童も夢中になって活動する姿が見られ、この教材の魅力を感じた。（体育専科） 

・ 学級担任として、児童の意欲化を図ることを大切にした。学級の実態に合ったルール設定をし

ていった。図工の時間にチームの旗を作ったりボールの数を掛け算で数えたり話合いの仕方を国

語の時間に扱ったりしながら教科の枠を超えた横断的な学習を行った。ルールを守りながら学習

を進めるという低学年の学習で大切なことを本単元で学ぶことができ、学級経営にもよい影響を

与えてくれた。学習カードを使わず振り返りを行ったが、2 年生の段階で書く活動を取り入れた

方がよかったか、意見をいただきたい。（学級担任） 

 

 

○ レジボールは有効であった。子どもたちは楽しみながら学習できていた。大きさ、重さ、鈴を

入れるなどいろいろな工夫も可能なのではないか。 

○ 学習規律が守られたすばらしい授業であった。子どもが生き生きと活動していた。 

○ 足のバンドがよかった。専科の先生も靴下を上に上げてバンドを見えやすいようにしていた。 

○ ねらいと評価がつながっていて分かりやすい。 

● 中高学年のサッカーにどうつないでいくのかが課題なのではないか。 

● 評価について話し合ったが、振り返りが発表して終わったように思えた。学習カードに項目を

作り、丸を付けるだけでも自己・相互評価ができるのではないか。 

● オノマトペとして「すーバンッ」「すーボンッ」という言葉を使っていたが、強く蹴る、ねらっ

て蹴るの違いが分かりにくい。 

● 今日のめあてに沿ったのであれば、島キックではなく他の活動を取り入れた方がよかった。 

● 作戦タイムでは強く蹴る、ねらって蹴ることのどちらを選ぶかについて話し合うこともできた

のではないか。選ぶことによってその後の振り返りにつながるのではないか。 

● 低学年における「作戦タイム」、「話合い」の難しさについて協議した。攻め方について話し合

うのもいいが、自由な発想やアイデアも重視すべきではないか。 

 

����� 

自  評 

������ 



− 58 −

Ⅱ
２

 

 

○ 次期学習指導要領に向けて 

今、ちょうど学習指導要領改訂の時期になっている。昨年（2016 年）の 12 月に学習指導要領

の改善や必要な方策等を示した答申が出た。これに沿って具体的な作業が進んでいく。今回の改

訂にあたっては、今の子どもたちの現状や課題から議論をスタートしている。学習指導要領が全

面実施されるのは 2020 年、東京オリンピックが始まる年である。2020 年の子どもたちからとい

うのではなく、今の子どもたちにとっても変えるべきところは変えていく必要がある。 

体育科で課題になっているのは、運動する子としない子の二極化である。運動しない子をその

ままにするのではなく、体育授業で運動を楽しめるようにしていくことが大切である。また、今

回の改訂では「する・みる・支える・知る」がキーワードになっている。スポーツには多様な関

わり方があり、このことは体育だからこその特徴といえる。今日のゲームであれば、プレーをし

ていた「する人」と応援をしていた「みる人」は違う立場でゲームに参加し、作戦会議でそれぞ

れの立場から意見を述べていた。体育授業を通して多様な関わり方を学んだり、異なる立場で対

話したりしながら学習するのは体育授業の特徴といえる。 

また、保健にもいくつか改善点がある。現在、健康問題についての情報があふれている。それ

らを踏まえ、保健の内容も検討していかなくてはならない。心の問題など現代的な健康課題も取

り上げていく必要がある。 

さらに、今回の改訂では、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間

性等」という三つの柱で目標・内容・評価が整理された。これは、全く新しいことではなく学校

教育法で規定されている学力の要素と共通している。簡単に言うと「知識・技能」はインプット

するもの、「思考力・判断力・表現力等」はアウトプットするもの、これらを両輪として捉えなが

ら、目標達成に向けてそれらを方向付けていくのが「学びに向かう力・人間性等」といえる。ま

た、体育でも「主体的・対話的で深い学び」の学習過程のモデルが示されている。まずは、楽し

い、やってみたい、勝ちたい、もっとうまくなりたいといった子どもの運動欲求を引き出すこと

から学びはスタートする。今日の授業でも優勝カップがあり、子どもたちに運動に対する動機付

けが図られていた。次に、体育授業では、子どもたちが運動に関する課題解決を図ることがねら

いの一つになっている。「知識・技能」を身に付けるだけでなく、「思考力・判断力・表現力等」

を高めていくことが学習の中核になる。そのことは、「アクティブラーニング」としても注目され

る。例えば「蹴り方」「捕り方」「投げ方」は知識であって、それが身に付くと技能になる。こう

した知識や技能を身に付けていくことも大切なことだが、一方で、これまで学習した内容を関連

付けたり、活用を図ることも重要である。サッカーで学習した動きはバスケットボールで学習す

る動きと類似している。今日の授業で言えば、１学期にボール投げゲームを学習しており、動き

の形態は異なるが、学習の進め方や展開など、類似するところもあり、それらを関連付けたり、

振り返りながら学習できると学びの質が向上する。活動を楽しみながら、できるようになる・わ

かるようになると、もっと楽しくなるし、またやってみたいと思う。それが学びに向かう力とし

て求められていることではないか。授業中の関心・意欲も大事だが、単元が終わった時の関心・

意欲も大切である。やってみたいからスタートし、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を

学んで結果としてもっとやってみたい、単元のゴールに向けて子どもたちが真剣に課題解決する

場を創っていくことが求められる。新しい運動に出会って、挑戦して、最後に感動を呼ぶ授業。

まさしく今日の授業がそうであった。 

○ 研究の視点について 

① レジボールについて 

跳ばない・転がらない・痛くない教具として有効であった。穴をあけていたのは、蹴っても

破裂しないようにしている工夫である。新聞紙の巻き方もキャベツ巻きという方法を取り入れ

��大学教育学� �教授 日��� ��  
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ていた。新聞と新聞の間にどれくらい空気を入れるかによって蹴った時の感触や当たったとき

の痛さが違ってくる。今日のレジボールは、痛くなく、かつ、蹴った時に少し重さを感じてい

てちょうど良かったと思う。また結び目を切ったり、レジ袋の底のつなぎ目に沿ってテープを

巻いて破れにくくするなど、様々な工夫がされていた。このレジボールを使用したボール投げ

ゲームやレジハンドボールの実践もある。教具ひとつで学習が変わってくる。サッカーボール

への移行も質問に出ていたが、まずは身に付けさせたい動きから考え，「この動きを身に付ける

ためには、この道具で」と考えるのが重要なのではないか。例えば、発達の段階によっては、

サッカーボールの空気を抜いて使用してもよい。 

② TT の機能について 

   愛媛県は体育専科の先進的な県である。今日の授業では、アドバイザーとして、インストラ

クターとして、コーディネーターとしての役割、機能が十分果たされていた。頭文字をとれば

「ア・イ・コ」だが、じゃんけんで言う「お相子」の意味もある。体育専科と学級担任が平等

にお互いの役割を果たしていくことが大切である。今日の授業では、授業のマネジメントは学

級担任、技術ポイントの説明は体育専科という役割分担があった。そして、互いに子ども一人

一人によく関わっていた。1＋1＝2 以上という関係が築けていた。 

○ 今日の授業について 

① レジボール合戦 

子どもたちがたくさんボールを蹴る経験を保障していた。たくさんボールを準備するとなる

とマネジメントが行き届かなくなる場合もある。今日は片付けなどにも競争を取り入れたり、

ボールの並べ方も工夫したりしながらテンポよく学習が展開されていた。競争することで勝ち

負けのチームが出てくるが、負けたチームも拍手をしっかり行っており、態度形成がしっかり

なされていた。 

② 補助運動 

長谷先生が一生懸命運動を行っていた。先生が頑張るからこそ子供たちも頑張る。一方，動

きとしてインサイドキックを紹介していたが、足を外側にひねって蹴らなければならないので、

構造的には難しい。低学年では思い切り体を動かす経験を重視してもよい。 

③ めあて 

今日の授業は「強く蹴って、ねらって蹴って」ということが課題であった。子どもたちは「す

ーバンッ」「すーボンッ」だけではなく「ピッ」という言葉を取り入れていた。「蹴ったボール

を目で追う」ということができていた。 

④ ボール蹴りゲーム 

まずは自分たちのチームで試合を行い、話合いの時間を持ち、そして，他チームと対戦する。

「やってみて、考えて、またやってみる」という学習の流れが大変良かった。 

⑤ 学習カード 

書くよさは、前の時間やこれまでの時間とのつながりが見えることである。しかし書くこと

は時間が必要である。授業の中でどのような効果を期待するかによって変わってくる。 

○ 最後に 

子どもたちが本気の課題解決を行えるかが今後の授業で重要となる。喜多小学校が学校全体で

体力向上に取り組めていた。この取り組みを県内に発信して頂きたい。今後も「シンプルだけど

奥深い」授業を追求していってほしい。 

 

 

 

 

 


